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ﾖｯﾄの楽しさ､そして奥の深さを知った
<SexyYou>小島小代子さん(会員番号東海-95023)

8時間へルムをとった夜半の戦い

いまから3年前､当時はベネトウ385だった

<SexyYou>に乗りはじめたのが、ヨット

との出会いでした。最初のうちは、だいたい

が“重り”の役でポジションもなく、ただ雰

囲気を楽しませてもらっているだけの感じで

した。

前向きな気持ちで乗るようになるのは1年

半前、<SexyYou>がマム36にかわってか

らになります。

それ以後、ヨットに精通している壁谷オー

ナーのもと、フネも乗り方もよりレース志向

になり、ほとんどがレースか練習、あるいは

チューニングという日々の連続。そんなこと

から私は、クルージングではなくスポーツと

してヨットを知ることになりました。

新生<SexyYou>で担当になったポジ

ションは､ランナーとGPS･力のいらない仕

事が主体ですが、仕事でCADを操作してい

るため、緯度・経度＝座標という考え方は、

すんなり頭に入りました。画面を動かし、い

ろいろなデータがでてくるのは楽しいもので

す｡GPSの操作を覚えたおかげで､外洋にで

ても、重宝しています。

レース続きの1年半のなかで、印象に残っ

ているレースといえば、初島ダブルハンドレ

ースとトウキョウズ・カップ、それにマム36

全日本選手権の3つです。前述の2つは、パ

ーティも楽しめることで定評の恒例レース。

東海から関東に出向いてまで参加したことも

あり、レースに参加するため費やした時間す

べてが思い出深く心に残っています。

初島ダブル八ンドレースは、2人だけで乗

りこなすために他力本願では臨めません。そ

のため、たくさんのことを学びました。

このレース、スタートは少し出遅れたもの

の、すぐにとりもどし、初島手前までは順調

にトップを維持｡でも､初島を目前にカームに

つかまり、2時間以上漂うことになりました。

そして、やっと風がきたlと思ったら、岸

よりのコースをとっていた2艇が、あらぬ方

向から私たちに猛進。初島灯台MugO度の

ロールコールは、確かに私たちが1番でした

が、初島を回り切るころには、2艇ともすぐ

後ろにピッタリついていました。

そこからが熾烈な戦い。タイトリーチの走

り比べにかなわず、私たちは結局、着順4位
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小島小代子さん。S43.12.6生まれ。愛知県の清水コンサルタント
株式会社に8年間勤務している。<SexyYou>との出会いは3年前。

の総合10位となりました。しかし、46マイル

のレースで、11時間中8時間へルムをとった

ことは、必然的なこととはいえ、とてもやり

がいを感じ、その後の自信にもつながりまし

た。もっとも、実際に私とオーナーの力量は、

0.5：1．5ぐらいの差がありましたが。……。

回航で知った海の夜明けを迎える感動

初島ダブルハンドレースに参加してよかっ

たのは、レース後に30時間の回航をやり遂げ

たことにもあります。回航もダブルハンドと

いうことで不安が大きく私にのしかかり、案

の定さまざまな自然のきびしさを体験しまし
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出港後、明るいうちは穏やかな海で、コク

ピットに1人ぼっちでいても気楽なものでし

た。ところが夜が近づくにつれ、しだいに波

が荒くなり、気楽さが心細さに、心細さが、

不安へと移りかわっていきました。

荒れることで知られた神子元島を通過する

ころは、すでに闇夜の世界。その手前、爪木

崎の数10m手前で岩場を確認し、あっと叫ん

だときなど、交代で休んでいたオーナーがと

び起き、ひどくあわてていました。

ワッチは交代でとるので、心細くても頼れ

る人などいません。荒海のなか、本船に気を

配りながら閃光を頼りに灯台を探し、GPS

を確認しながら、いつのまにか必死になって

いました。
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メインセールだけで、10ktオーバー。艇は

波にもてあそばれて大きくローリングし、も

うだめかも知れないなんて真剣に思ったりも

しました。そんなときなどは、きびしい顔つ

きのオーナーから､｢あかん､もう君はだめだ」

と、いつ＝われるんじゃないかとハラ八ラし

たものです（オーナーがワツチのときは、思

いきりサーフィングを楽しんでいたらしい)。

孤独なワッチが続く夜の間は、知っている

限りの唄をひたすら歌い続けく疲労感と責臼へ
感とが闘っていました。しかし、静かな朝も

やのなかで迎えた日の出には感激しました。

海上で接する朝の空気や空の色は、陸では味

わえない厳かなものがあります。

一難去ってまた一難。翌日の昼ごろ、超微

風の炎天下でエンジンオイルが切れてしまい

ました。艇速0.1～1.0ktという、ひたすら忍

耐の時間をなんとかやりすごし、ようやく風

がでてきたところで伊良湖岬を回航。

すると、今度は必要以上に吹きはじめ、あ

とは一気に三河湾奥のホームポートヘ直行。

まるで､『ヴィヴァルディの｢四季｣』のよう

に自然にふりまわされながらも、そのなかで

いろいろなことが体験できました。

回航中、鬼の居ぬ間にトリムで遊ぶ

トウキョウズ・カップは、関東の人たちと

合流して出場。レース前日、大島の波浮港に

1泊しました。このときは、同じクルーの高



貴重な1年半
柳則江ちゃんも参加したので、気楽な旅行気

分。レースも6人と少いメンバーながら、フ

ァーストホーム、修正でも優勝となりました。

胄島知事も顔を見せた表彰式で、男4人女

2人という構成で表彰台へ。重いトロフィー

をもらったときは、少人数で頑張ったことか

ら、とてもいい気分でした。

レースの後は、また回航。表彰式の途中で

出発することになりましたが、今回の回航メ

ンバーは3人。1人増えただけで、とても心

強い気持ちになりました。

へところが、そのうちの1人､オーナーは回
航中に寝ていたことが多く、残る2人といえ

ばのりちゃんと私。おたがい励ましあいなが

らホームポートを目指しましたが、かえって

気がねすることなく自在に艇を走らせること

ができました。

たとえば、思いのままにメインセールをト

リムしたり、トラベラーを引いたりなどです。

遊びながらいろいろ試してみると、スピード

が変化するので面白くもあり、勉強にもなり

ました。

マム36全日本選手権で知った雲の上の世界

初島ダブル八ンドレースの1ヶ月後に開か

れたマム36全日本選手権は、これまで参加し

たレースとちがい、初めてのスクラッチレー

ス。周囲の気迫も緊張感も並々ならぬものが
へ

らりました。第1レース、号砲とともに上一

からタッチスタート。2タック打ったときに

は前に7艇いて、ドベ2だと思いました。

そんな不安気のなか、オーナーは「いま、

トップだ。あれがゼネリコでなかったら下の

7艇は全部リコールだ。マークするのは後ろ

の<WindWar>だけだ」

案の定、私たちがフィニッシュしたとき、

初めて大きなホーンが鳴りました。第1レー

ス1位｡そのときオーナーは、「全日本級のレ

ースで第1レース1位をとったシリーズ戦は、

ほとんど勝ってきた」と強気な発言。

実際第2レース4位。第3レース2位と

首尾よくスコアをまとめ、いよいよ最終日。

ドベだけとらなければ優勝という想定のもと、

安全にスタートしたのが裏目に出てしまい、

第1マークで私たちはドベ。

1艇だけを抜けば優勝なので、下マークで

抜いた1艇を、最後まで徹底的に抑えること

に専念。最終レースを、ドベ2の8位で切り

抜けました。このレース、結果的には優勝を

勝ちとったのですが、私自身はシリーズレー

スの勝ち方がよくわからず、最終レースも8

位ということだったため、勝ったという実感

が湧きませんでした。

また、レースのレベルが高く、自分のした

仕事がチームに貢献できたとは思えず、前述

した2つのレースのときとは、まるで対照的

な気分を味わいました。本格的なレースは、

そのスリルと緊張感がとてもいいと思います。

でもそれは、ヨットが何であるかを把握して

いる人が、戦略や気象などを考盧し、頭と体、

両方のパワーを出し切れるという状況でこそ、

神経も昂まり生き生きとしてくるもの。ただ

パズルの1コマのように、断片的な知識と経

験しか持ち合わせていないのでは、その雰囲

気だけは味わえても、集中力が続くものでは

ありません。土木の設計という職業柄か、自

分の仕事の内容と課程といった、1から10ま

ですべてを理解しなければならないという影

響もあって、中途半端にしか理解できていな

い自分がつらくなってきます。

ョツトでも土木でも、どれだけ多くの条件

を考盧したかによって、中身の濃さがかわっ

てきます。それらが備わったとき、レースも

どんなにか充実感のあるものでしょう。ただ

ただ、パターンでしか対応できていない応用

のなさに、いまの自分では大きなレースで萎

縮してしまうばかりです。

そして、いま

昨年の夏からずっと、ディンギーに乗って

います。オーナーが、マム36トレーニングボ

ートとして、505を手に入れたからです。

ディンギーに乗る機会が増えるにつれ、こ

れまでのジレンマがほぐれつつあります。ク

ルーザーでは体験できない､"舵をとりながら

小島小代子さん(手前)と高柳則江さん
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1995年のマム36全日本選手権より

メインを操作する”ということが当然のディ

ンギーの世界では、シート類のしくみや、そ

れらの影響がダイレクトに伝わってきます

(クルーザーなら3人ぐらいで対応するとこ

ろを、1人でこなすのだから当然ですが

……)｡

ディンギーに乗るたびに、段々と操船に慣

れてくる自分に安心し、当初は苦になってい

たことが少しづつ気にならなくなってきまし

た
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視野も広がり、シート操作やヒールバラン

スのとり方を体が覚えてきたことが実感でき

ると、「ああ、こういうことなのか……」と、

さらに向上心が増していきます。クルーザー

ではわかりにくかったことも、ディンギーで

なら理解しやすいもの。そして、レースに出

なくても身近に海を感じ、ただ漂っているだ

けでも「海はいいなあ」と思い直していると

ころです。いままでレース志向のフネに乗り

続けていたせいか、ヨットを難しく考えすぎ

ていたのかも知れません。でも、これまでの

きびしい経験があったからこそ、いま“ヨッ

トを楽しむ”という気持を優先できるのでし

ょう。そのなかで、向上心は忘れないように

しようと思うことができました。

自分で動かすことの楽しさを、ディンギー

を通じて堪能しています。いまはクルーザー

から離れていますが、ディンギーの経験が次

回ふたたびクルーザーに乗ったときに反映さ

れることと思います。レースもパーティも楽

しめた初島ダブルハンドレース。あの気分を、

また味わうことができたら．…．．とひそかに願

っています。

壁谷辰己オーナーより－言
わが<SexyYou>は、女性を乗せないことで

東海地区では有名でした。ところが小島さんら2人

の女性が来てから“しょせん女性はミー八一的に夏

だけヨットに乗るだけ。レースのことなどこれっぽ

ちも考えていない詞と思っていましたが、彼女たち

の向上心が今のチームを作り上げています。

<女性が乗るようになってよかった点〉

●フネがいつもキレイで整理・整頓ができている。

●冬の海で暖かいコーヒーが飲める。

●船酔いをしない（荒れた外洋でもあてになる)｡

●体重が軽い。

なんといっても最大のメリットは“体重の軽さ”

と“船酔いをしない”こと。

この冬をディンギーでトレーニングしてジャパン

カップ、初島ダブル八ンドレース、鳥羽パールレー

ス、トウキョウズカップ等々を参加の予定ですので、

私を含め彼女たちに温かいエールを送ってください。

ちなみにわが女性クルーの愛称は“さよちやん”

と“のりちゃん”です。
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まちがいだらけのヨット用語
NORCルール委員長 石井正行

最近、ヨット用語がまちがって使われていることが多い。それも若いクルーだけでなく、権威のあるベテランや、

ヨットの専門誌でも誤った使い方をしているケースが少なくない｡

これからは日本のセーラーも国際レースに参加する機会がますます多くなるだろう。

そんな時に、まちがった言葉遣いをしていては恥ずかしい。

日頃から正しい用語の習慣をつけておいた方がいいと思うので、2～3の例をあげよう。

アンカー・シート ’
「アンカー・ロープ」のことをこのように

呼んでいる人が多くなってきたカミこれは誤

りである。

ロープにはいろいろな用途があり、夫々別

の呼び名がついている。セールを揚げるため

のロープは｢ハリヤード｣、セールの開きを調

節するロープを「シート」と言い、ジブを調

節するロープはジブ･シートであり、メイン・

セールを調節するロープはメイン・シートで

ある｡セールをリーフするためのロープは｢リ

ーフ・ロープ」または「リーフ・ライン」と

いい、セールのラフのテンションを調節する

ためにタックを下に引くローブV)ことは「タ

ック・ロープ」または「ダウン・ホール｣、セ

ールのクルーを州11Iに引いてプットのテンシ

ョンを調節するロープを「アウト・ホール」

と呼んでいる。

このように、セールを調節するロープだけ

でもたくさんの役目と呼び方がある。その中

の1つがシートである。それ以外の目的に使

われるロープには、アンカーロープとか紡い

ロープなどそれぞれの名前がついている。ア

ンカーや紡いに使われるロープを「シート」

と呼ぶのはとんでも-ない誤りである。

スピンネーカーを調節するロープにいたっ

ては、同じものでも風下側が「シート」で風

上側が「ガイ」と呼ばれる。したがってジャ

イブすればシートとガイが途端に入れ替わる。

つまり、今まで「シート」と呼ばれていたロ

ーブが、ジャイブした途端に「ガイ」と呼ば

れるのである。日本丸や海王丸のような大型

|”‘の櫛肌に取り付けられたロープも同様で

ある。風下のものをシートというが風上のも

のはタックと呼ばれる。このように｢シート」

はセール・トリム用のロープであり、それも

風下|川に限られている。

イン上に設置したもう一つのブイを言う。そ

して帆走指示謀に「リミット・マークとコミ

ティ・ボートの間に入ってはならない」と害へ

くのが普通である。これがスタートラインの

長さを制限する「リミット・マーク」である。

また、陸上に立てた2本のポールの見通し線

をスタート・ラインとすることもある。この

場合、無限の及さを持つスタート・ラインを

規制するために、ブイをi没置してラインの長

さを制限する。このブイが「アウトサイド・

リミット・マーク」である。スタート・ライ

ンの陸側も制限する必要があれば「インサイ

ド・リミット・マーク」を設置することにな

る。

セーラーにとってシートは、もっとも馴染イン上に設證したもう

みの深い身近なロープだから、若いクルーがして帆走指示謀に「リ

｢シート」をロープの総称と誤解しているのはテイ・ボートの間に入

分からないこともない。しかし、権威ある専くのが普通である。こ

門雑誌がハリヤードのことをシートと言って長さを制限する「リミ

みたり、アンカー・シートと書いたりしていまた、陸上に立てた2

るのを見ると背筋が寒くなる思いがする。をスタート・ラインと

この｢シート｣、「ガイ｣、「アンカー･ロープ」場合、無限の及さを持

等という言莱は、単に一般的な通称ではなく、規制するために、ブイ

IYRRの中でもしっかりと使い分けられていさを制限する。このブ

る(IYRR54.3(b)参照。特に1988版では、リミット・マーク」で

パンビングはシートのみで、ガイは不可とさンの陸側も制限する必

れていた)。ド・リミット・マーク

ハーバーに戻って来た艇のバウで、クルーる。

が紡いロープ（バウ・ラインBowLineとも

言うが、これをある雑誌にはカタカナで「ボｱｳﾄwド、
～区ﾘﾐｯﾄﾏら-グ

ーﾘﾝ｣と番いてあったのも驚き)を投げよ、､且
うとして「おーい、このシート取ってくれ」

、

、

と、岸壁上の人に声を掛けている風景もよく

見かける力罫、これは日本だけの、それも最近

の 造語である。刀
イン険ｲﾄ゙

ﾘﾐｯﾄﾏｸ

リミット・マーク

「リミット・マーク」という言葉も、誤っ

て使われている場合が多い。

スタート・ラインは、普通スター・ボード

側のコミティ・ボートのポールと、ポート側

のマーク（ブイ）との見通し線としているこ

とが多い。この場合､ポート側のマークを｢リ

ミット・マーク」という人がいる。これは正

確に言えばリミット・マークではなく「スタ

ート・ラインのポート側マーク」である。外

国では通称「ピン・マーク」と言っている。

いずれにしても「リミット」ではない。

「リミット・マーク」というのは、レース

艇がコミテイ・ポートに衝突するのを避ける

ため、コミテイ・ボート付近のスタート・ラ

－3－
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昔、コミテイ・ボートが自由に使えなかっ

た頃は、よくこの方法でスタート・ラインが

設置された。「リミット・マーク」というの

は、その頃の名残りである。

英語を話す国で、ピン・マークのことをう

っかり「リミット・マーク」等と言うと「今

日はリミット・マークなんか打ってないよ」

と言われてしまう。

バウスピリット|バｳｽピﾘﾂﾄ’
本当はバウ･スプリット(BowSprit)であ

る。
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スプリット(Sprit)の愈味は、①水棹（み

さお)､②セールの上部を張り出すためにマス

ヘトから斜めに取り付けた円材、ポ術。英和辞

典には海事用語として「鋪-余肺」と書いて

ある、つまりバウ･スプリットである。OPの

「スプリ､ソト・ポール」もこの斜桁である。

スピリット(Spirit)は、桁神、霊、生気、

アルコール等の意。

「バウスピリット」というのは、ヨット用

語の誤用というよりはSpiritの読み方の誤り

といえる。

|視界と視程’視界と視程

「視界」という言葉力罫、例えば「濃い霧の

ために視界が非常に悪かった」などと使われ

ているが、これも誤りである。「霧のために遠

方の見通しがきかなかった」という意味であ

れば「視界」ではなく「祝秘」である。

へ『広辞林』（三省堂）によれば、次の通り
視界見通しのきくlX"(範囲)。

視程見通しがきく雌大の水平距開鵬

悦程(Visibility)を海斗群門菩で見ると次

の通り。

f海事大辞典」（成山堂）によれば、

大気の混濁の程度をあらわす尺度で、

決まった目標を肉眼で認められる最大距

離をいい、下表のように区分される。

1992年アメリカスカツプにおける二ユージーランド艇(手前)のバウスプリツト

気象観測で視程を要求するのは大気の透明

度の目安を知るためである。

すなわち、見える範囲（角度）が視界であ

り、見える距離は視程である。

「林を抜けて、峠に出たら急に視界が広が

った」というような使い方は正しい。

海上のヨットは、普通は常に視界良好のは

ずである。ガスが濃い場合に視程力悪くなる

ことはあるが、視界力悪くなるのは、多数の

艇が参加したレースのスタートで、混雑の中

に紛れ込んだときぐらいのものであろう。

ルール･クイズ

[問題］

レース中にA艇とB艇がケースを起こした。

このレースは、第|V章の規則違反については

失格に代わって20％のペナルティー(IYRR

付則B1)が適用されていた。A艇は｢抗議す

る」と叫んだが、抗議旗は掲揚しなかった。

B艇はケースの直後に黄色旗を掲揚した。2

レグを走った後、フィニッシュの手前でA艇

はB艇が黄色旗を降ろしているのを見た。こ

こでA艇は直ちに抗議旗を掲揚した｡B艇は

何の旗も掲げずにフィニッシュしたが、レー

ス委員会には報告した｡A艇は抗議をした。

あなたがプロテスト委員なら、どんな判決を

しますか？

(答えは17頁に｡）

１
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０
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似
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』
『

伽
、
伽

５
０
１
５
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０
１
２
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１
１
１

町
Ｗ
ｎ

０
ｋ
し
、
１
ｋ

ハ
リ
（
Ｕ
（
Ｕ

勺
１
ｎ
乙
戸
Ｄ

』
】
〕

《
《
《

１
１
１

，
ｎ
ｎ

１
ｋ
‐
ｋ
‐
ｋ

４
Ⅷ
加

１

ｍ
ｍ
ｍ

ｌ
ｋ
ｋ

ｌ
２
４

－
一
一

ｍ
ｎ
ｎ

Ｏ
ｈ
ｈ

別
１
２

３
４
５

ｂ
ｌ
７
ｌ
８

｢航海辞典」（天然社）によれば、

正常な視力をもった観測者が、昼間空

を背景にして、目標が何であるかを見分

け得る最大距離をいう。視程が方向によ

って異なる場合には、雌小の視程を採る

（気象観測)。
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<たか>訴訟シリーズ(第23回）

佐野三治証人の調書抜粋(その2）
JGYR92訴訟文様委員会服部一良

昨年の'2月7日に行われた原告側の証人

尋問の続きとNORC側の反対尋問の詳細をお

伝えします。ただし詳細といっても、公式の

証人調書は､B5版84頁､尋問の数は348項目と

いう前回を上回るボリュームをみせていて、

残念ながらご報告も前回と同様に要所と思わ

れる箇所の抜粋です。ご了承ください。なお

紙面が限られているところへ、2月｜日に行

われた法廷の速報を入れたために、今回のこﾞ

報告は、途中で以下次号の表示を余儀なくさ

れました。併せてのご了承をお願いします。

原告代理人と証人

｢こういうセールが破損した場合に､ミシンに

よる補修の方法もあるというふうに聞いたん

ですが、〈たか>にはミシンを積んでいました

か」「積んでいません」

｢そうすると、手縫いの針、それと糸というこ

とですか」「はい」

中略

｢そういう非常な荒天下で､デッキの上でセー

ルを補修するということは出来たんですか」

｢そういった状況の中では出来ません｡出来な

いと思います」

中略

｢そこでお聞きするんですけれども､エンジン

を使えばメインセールが破損している状態の

下で、腰の軽い船であるというくたか＞の性

質に合わせて、〈たか>の航行をスムーズにす

るというためにはエンジンを使えば楽になる

んじゃないかと思いますが、そうは思えない

ですか｣｢ある程度の保針|生というのは保って

いるとは思います」

中略

｢水川さんは、セールが破損して、しかも、セ

ールによるトリムが不可能な状況だったにも

かかわらず、何でエンジンを使う走行を、い

わゆる機走をしなかったんですか｣｢それは僕

には分かりません」

｢水川さんとしては、リタイアしたくなかった

ということでしょうか｣｢僕は水川さんではあ

りませんので分かりません」

以上シlノアルナンバー42～67

｢そのとき<たか〉の改造リストの中に、当

初、天気図の自動ファックスを入れる予定だ

ということで'ﾉｽﾄｱｯプされたというふう

に聞いているんですが、そういうことはあり

ましたか」「ありました」

｢ところが､実際にはそのファックスは積まな

かった」「はい」

｢天気図を自動的に送ってくるファックスと

いうのは、そんなに大きいものなんですか」

｢それほとL－－家庭用のファックスぐらいの

大きさだと思います」

｢高いんですか」「よく分からないです」

｢水川さんが最終的にこの自動ファックスは

本件レースに積まなかったんですけれども、

何で積まなかったかは分かりませんか｣｢分か

りません」

｢'00万もする、200万もするというものです

か」「そんなにはしないと思います」

｢自動ファックスもないと､天気図も作成出来

るような天候じゃなかったということで、前

回の証言では、結局勘に頼らざるを得なかっ

たという趣旨の証言をされてますね｣｢勘とい

うか、経験というか」

｢ところで、天候を判断してレースを続行す

る、あるいは針路をこっちに取るという最終

的な判断は、艇長である水川さんの任務です

よね｣｢一あの艇上では､武市さんが判断さ

れていたと思います。後略」

以上シリアルナンバー73～80

｢<たか〉の乗員の中で､武市さんを含めて、ヨ

ットが転覆するという体験をした方はいらっ

しゃいましたか」「よく分かりませんが、いな

かったと思います」

中略

｢どうやっても復原しないというふうに分か

ったときに、佐野さんはどういうふうに感じ

ましたか｣｢胸がドキドキし出したということ

は覚えています」

中略

｢武市さんは､と,ういうふうに思っていらっし

ゃいましたか。この段階で」「武市さんも、ほ

かの方から聞いた話だと、もっと早く元に戻

るというふうに聞いたのになというようなこ

とを船内でおっしゃっていました」

中略

｢水はどんどん増えてきたんですか」「目に見

えて増えるという感じではないんですけれど

も、少しずつ、じわじわと水位が上がって来

ました」

中略

｢どんどん浸水してきて、しかも、電気が消え

て異臭がしてきたという中で、佐野さんはど

んなふうに感じましたか」「不安感と言おう

か、焦りと言おうカー」

中略

｢ところで､証拠でも出しましたけれと,も、小

型船舶検査機借の研究なんかで、平底型のヨ

ットでは、転覆しやすくて、非常に復原しに

くい構造になっていると、現在の認識では、

という研究があるんですけれども、この本件

レースに入る前、あるいはレース中ですね、
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水川さんのほうから、〈たか>がこんなに復原

しにくい船だと言うようなことを聞いたこと

はありますか」「ありません」

以上シ'ノアルNo.90～ll9

｢武市さんの指示で佐野さんがイーパブをつ

けるということになったんですか」「はい」

中略

｢で､そのイーパブは作動しましたか｣｢作動す

ると内側にあるパイロットランプが点滅する

はずなんですが、点滅しませんでした」

中略
へ

｢つかないと分かって、で､他の人達もやつ~〔

みましたか」「はい。パイロットランプが点灯

しないということで話ましたら、武市さんが、

貸してみろということで、武市さんと、あと

橋本さんが同じような作動動作をしました」

中略

｢生還されてから､このイーパブが何で作動し

なかったかという原因についてお聞きになっ

たことはありますか｣「はい｡帰ってきました

ら、このイーパブの様式は、コネクターでバ

ッテリーと本体とを接続しているんだという

ことを聞きました」

｢そのコネクターがはずしてあったというふ

うに聞いたんですか｣｢はずれて渡してあると

いうことを聞きました」

中略

｢出航する前に、水川さん、ないし荒さんでも

いいんだけれども、あるいは他のだれかから、

このイーパブの操作方法というのはこういう今
ものであると、中の構造はこうなっていると

いうような説明を受けたことはありました

か」「いや、ありません」

中略

｢佐野さん自身､このバッテリーのコネクター

がはずしてあるんだというふうにお聞きにな

ったとき、と､ういうふうに思いましたか」

｢信じられませんでした」

｢信じられないというのは」「使用する目的で

イーパブを持っていくにあたって、しかも、

その使用する状況というのは、かなりエマー

ジェンシーなときだと思いますので、そうい

う状況を想定して持っていくわけなんですけ

れども、その使用のために－バッテリーが

はずしてあるということは、自分にとっては

信じられませんでした」

以上シ'ノアルナンバー'29～'62

｢40ページから41ページの経過表(注:NORC

刊JGYR92事故調査報告書)によると、|2月30

日の午前零時、（〈たか>との交信途絶える)と

ありますが、これは転覆した直後ですね」



「はい」

中略

「'991年'2月30日の、少なくとも午前以降の

段階で、NORCが海上保安庁に捜索要請をし

ていた場合、帆走指示書によって｜月5日以

降については捜索すると、こうなっています

ね」「はい」

「｜月5日以降に捜索した場合に比べて､'2月

30日の午前の段階で捜索要請を行っていた場

合、捜索の範囲は広かったですか、狭かった

ですか」「狭かったと思います」

へ｢そうすると、’2月30日の段階で捜索してい
ると、〈たか>に乗っておられた乗員の方、6

人が生存していた可能性は高かったと思いま

すか」「高かったと思います」

以上シリアルナンバー'67～'75

「佐野さんの生還によると、｜月3日に客船を

見ましたよね」「はい」

「夜ですか」「夜です」

「どのくらいの距離がありましたか」「非常に

近かったと思います」

「数百メートル<,らい」「はい」

「発見されましたか」「されません」

「〈たか>のラフトの上には､ずっとリフレクタ

ーを付けていたんでしょう」「はい。つけてい

ました｣｢だけど､発見されなかったんですか」

「はい」

「｜月9日のことについて聞きますが、｜月9

日の朝、飛行機が佐野さんたちのラフトの近

へ〈にきましたか」「はい。きました」
’何時こ･ろですか」「8時'5分ぐらいだったと

思います」

「その飛行機は何という棲頃の飛行機だと思

いましたか」「P3Cだと思います」

「どうしてP3Cだと思いましたか」「方向を変

えまして、そのときに、尾翼が長くてちょっ

と特徴のある形だったもんで」

「P3Cは前に見たことがあったんですか」

「はい。ありました」

中略

「P3Cを発見したときに、佐野さんたち、6人

はどんなふうに思いましたか」「ああ、もう助

かったと思いました」

「かなり興奮状態になった」「はい」

中略

「｜月9日に､もしP3CないしYS||に救助され

ていれば､6人全員が助かったと思いますか」

「もちろんです」

以上シリアルナンバー224～275

以上が、原告代理人と証人が交わした質疑

応答の要旨です。これで原告側の佐野三治証

人に対する尋問は修了しました。以下は、

NORC側の反対尋問の概要です。

NORC代理人と証人

｢いまイーパブのコネクターの問題が出たん

ですが、あなたがそれを一旦作動させようと

して機能しなかった後、それはどのようにす

るつもりだったんですか」「明るくなってか

ら、もう一回見るつもりだったと思います」

｢もう一回点検しようと」｢はい｡もう一回点検

しようと思いました」

｢武市さんの元に戻しておけという指示も､そ

のような趣旨ですね」「だと思います」

｢明るくなって点検すれば、どこが悪いか､何

故機能しないのかがはっきりするから、それ

まで佐野さんに持っておけと、こういう指示

だったし、あなたもそのつもりでいたんです

ね」「はい」

中略

｢もし､そのイーパブがあなたの手から離れな

いで、明るくなって点検すれば、いまのよう

な状態で機能を完全に発揮することはできま

したか」「できたと思います」

｢先程､原告代理人がおっしゃるようなコネク

ターの部分が仮に暗い中で接続しにくいとし

ても、明るくなって見れば接続していないこ

ともはっきりするし、簡単に接続できました

ね」「はい」

｢ちなみに、ラフトに乗り移った後、そのイー

パブをなくしたことについて、他のクルーか

らあなた自身が攻められたことはあります

か」「ありません」

｢転覆した後､本件レースに参加したことにつ

いて、クルーのだれかが責任問題を口にする

ようなことはありましたか｣｢ありませんでし

た」

｢それは、艇のオーナーの水川さんに対して

も、責任があるというような発言をする人は

だれもいなかったと聞いていいですか」「は

い」

｢武市さんに対してもそのような声もなかっ

た」「なかったです」

｢それでは､このようなレースを開いた協会側

に対する責任を追及する声はありましたか。

転覆した後、クルーの中からそのような発言

はありましたか｣｢もっと早く捜してくれれば

いいのになと、そういった意見はありました

けれども」

｢だれがという主体的な言葉でしょうか」

｢いや」

｢漠然とですか」「NORCがです。NORCがもっ

と早く捜してくれりやいいのになと」

｢それはいつごろの話ですか」「引っ繰り返っ
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OFFSHORE245

た当初だったと思います。ですから、30日と

か31日ぐらいに、いつぐらいから救助が始ま

るんだろうねという話の中で、一番ちっちゃ

い船の〈ハーフタイム＞が入ったら捜査が始

まるだろうとか、帆走指示書には5日以降の

捜査とかいう話がありましたので、あのペー

スでいけばくハーフタイム＞はもっと早く、

5日前には入ると想像していましたから、で

すから、一番ちっちゃいのが入ったら捜査し

てくれればいいのにねと。だけども帆走指示

書には5日と書いてあるから、5日からじゃ

ないのとか、そんなような」

以上シリアルナンバー288～306

以下次号

<速報〉
2月1日に、佐野三治証人へのNORCの尋

問。続いてサンスイと国の尋問。これらの質疑

応答に対する原告の反対尋問が行われました。

NORCは､イーパブの取扱説明書を証人力読

んでいないこと。他のクルーも多分読んでいな

いこと。セーリングではセールチェンジのタイ

ミングがいかに重要であるかを確認した上で、

その指示は武市さんからでていたこと。転覆時

の鋺寺間前にジブをストームからレギュラーに

交換したが、気象や海象の状況がそれを可能に

したからだと思う。またラフトの展開や艇体の

放棄も武市さんの判断にしたがったことなどを

確かめました。

サンスイ側もなかなかに鋭く､スタート時の

ヘルムスマンは武市さんだったこと。メインセ

ール破損後のレース続行に、危険は感じなかっ

たこと。ジブを大きくしてから艇速は上がり、

保金惟も操舵性能も十分、エンジンを併用して

もあまり効果はなかったと思う。復原後の浸水

がふせげなかったのは、ドックハウス出入口の

差し板を転覆時に流失したためだが、ルールに

定められた流失防止のための装置は、当時武市

さんが役員をされていた会社の製品だったこと。

またスタート前の改造作業も武市さんをリーダ

ーにして進められていたことなどを確かめまし

た。

国は、証人の「たったひとりの生還」に掲載

されているラフトの漂流図は、何に基づいて誰

が描いたかを質し、証人は出版社の方だとは思

うが、よくわからないと答えました。以上は、

調書が出来次第、またくわしく報告します。

次回は､いよいよですが､JGYR92のレース

委員長をつとめた尾島裕太郎氏が、証人として

登場します。日時は、3月21日、10:30～12：

00.場所は従来と同じく、東京地裁民事627号室

です。ぜひ傍聴してください。以上



1996年度NORC各支部レーススケジュール

■北海道支部

期日

6月30日

8月31日～9月｜日

■津軽海峡支部

5月19日

7月20．21日

8月31日～9月｜日

9月22日・23日

'0月27

■常磐支部

8月’5日

8月初旬

8月25．26日

9月14～16日

'2月中旬

■関東支部

｜月2日

4月6日

4月’4日

5月25日

6月’5日

7月6～7日

7月14日

7月26日

8月2～4日

8月’7日

8月25日

9月’4日

9月21～23日

9月22日

'0月5．6．'0．12．'3日

|｜月2日

11月’7日

'2月20日

■駿河湾支部

｜月1日

｜月’4日

2月｜｜日

3月’0日

4月7日

4月’4日

6月9日

レース名

NORC石狩湾レース第1戦

第9回小樽・岩内オーシャンカッフ

セールカッフー

青函カップ外洋ヨットレース

エンルムカップ津軽海峡横断レース

津軽海峡横断レース

シナーラ杯

第14回大洗夏まつりレース大会

ボート天国

第8回施設の子供達のクルージンク．＆ホームスティー

第|｜回大洗～小名浜問外洋レース

セールフェアー

相模湾新春親善レース

KSCシリーズ第｜戦兼|996年初島卯月レース

6thバージンレース

KSCシリーズ第2戦兼第46回大島レース

KSCシリーズ第3戦兼l996年初島レース

KSCシリーズ第4戦(初島レース)6日往路/7日復路

7thバージンレース

第37回鳥羽パールレース

トウキョウズ・カップ'96

KSCシリーズ第5戦(初島レース）

第'0回石原裕次郎メモリアルヨットレース

KSCシリーズ第6戦(初島レース）

第1回御蔵島ドルフインレース(新設:'64マイル）

8thバージンレース

関東外洋ヨット選手権シリーズ1996

(第'9回関東フリート対抗レース）

KSCシリーズ第8戦兼第32回小網代カップレース

9thバージンレース

年末パーティー(表彰式）

初日の出レース

ウインターシリーズ第｜戦

〃第2戦

〃第3戦

第5回浜名湖親善レース

スプリングシ'ﾉーズ第｜戦

〃第2戦

■駿河湾支部

期日

7月’4日

5月4．5日

5月未定

6月’5日

7月20日

7月21日

8月4日

9月8日

9月’5．’6日

'0月6日

|｜月10日

'2月8日

'2月’5日

■東海支部

4月6日

5月3日

5月4．5日

5月26日

7月7日

7月26日

9月28日

'0月’3日

'0月20日

|｜月3．9．i0日

■i斤畿北陸支部

1月28日

2月’8日

3月10日

4月’4日

5月5日

5月26日

5月26日

6月9日

6月30日

7月’4日

8月｜｜・’2日

8月’4～'6日

8月25日

9月8日

9月’4～16日

9月22日

9月22日

'0月20日

'1月’2日

→

－ノー

レース名

スプリングシリーズ第3戦

春のフリート対抗レース

海人祭レース

第｜回浜名湖サンセットレース

駿河湾チャンピオンシップシリーズ第｜戦

〃第2戦

夏の駿河湾横断オープンヨットレース

(チャンピオンシッフ°シリーズ第3戦）

田子島レース

秋のフリート対抗レース

オータムシリーズ第｜戦

〃第2戦

〃第3戦
一

第6回4時間耐久レース

第6回三河湾周遊レース

第21回五ヶ所湾合同レース

五ヶ所ウィーク

第'0回NTTエリカカッフヨットレース

第9回野島レース

第37回鳥羽パールレース

第6回ムーンライトレース

第7回デニスコナーカップレース

第'6回伊勢湾合同レース

第21回東海チャンピオンシップレース

前期シリーズ1．2回戦

〃3．4回戦

〃5．6回戦

ポイントレース｜・2回戦(若狭湾）

ツルガカップレース

ビワコヨットフェスティバル

〃3．4回戦(若狭湾）

後期シリーズ｜・2回戦

冠島レース

〃3．4回戦

ジャバンシー・メモリアルレース

ドルフィンカッブレース

〃5．6回戦

ポイントレース5．6回戦(若狭湾）

ヘインズカップシリーズ・レース

〃オープンレース

三国カッブヨットレース

〃7．8回戦(若狭湾）

"9･10回戦（〃）

一
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■内海支部 ■南九州支部

期日

3月’6～'7日

3月20．23．24日

4月7日

4月’4日

5月3～5日

6月’5～'6日

6月’5～'6日

未定

7月7日

7月27～28日

8月3～4日

8月’’日

8月’3日

へ8月’4日

9月’4～16日

10月’0.’2.’3日

10月’9．20日

’0月27日

｜｜月’7日

レース名

KYCスプリングレガッタ|MS関西選手権

8thSPRlNGCUPlN宝伝

第21回舵杯レース

第22回オレンジカップ

第23回大阪湾一周レース

内海ランデブー

安全講習会

笠岡市長杯ヨットレース

家島群島一周レース

第38回紀伊水道レース

21世紀ファミリーレガッタ

第'4回徳島レース

第24回阿波踊りレース

シアトルカップ第32回大阪湾横断レース

レース名

池田杯新春ヨットレース

第3回支部総会・懇親会

松元杯ヨットレース(インショア）

フラワーフェスタヨットレース(宮崎）

アロハカップヨットレース

安全講習会

火山めく’りヨットレース

MlSlMACAPヨットレース

種子島ヨットレース

海連カップヨットレース

シーガイヤョットレース

忘年会

KMSヨットレース

期日

｜月28日

｜月28日

2月’8日

3月’7日

5月未定

6月’5日

7月’9～26日

8月3．4日

9月15．16日

'0月’0日

|｜月’7日

|｜月下旬

'2月8日

■沖縄支部

KYCウィーク
新春ヨットレース

バレンタインデー・カップ

ルカン礁ヨットレース

久米島ヨットレース

沖縄～沖永良部ヨットレース(せりよさカップ）

ブルーオーシャンヨットレース

那覇市長杯ヨットレース

伊是名ヨットレース

座間味ヨットレース

CLEANBEACHCLUB

ハローウィン・カップ

沖縄本島一周ヨットレース

ターキー・カップ

FinalYachtRacs(忘年会の先週の日曜日に実施）

｜月21日

2月11日

3月’7日

4月’3日

5月3～4日

6月22～23日

7月28日

8月3日

8月24日

9月’5日

'0月20日

|｜月9日～I｜月’0日

|｜月24日

'2月

播磨灘レース

淡輪フリート紅葉レース

■西内海支部

ヒロコシカップ宮島レース

福山春期キャビンヨットレース

ポイントレース｜戦

尾道港祭りヨットレース

ボイントレース2戦柱島オーバーナイト

周防灘ヨットレース

クレイトンベイカップレース

ポイントレース3戦

笹岡市長杯レース

ヒロシマカップ宮島レース

境浜CUPヨットレース

ポイントレース4戦

福山秋期キャビンヨットレース

くらはし杯安芸灘ヨットレース

ポイントレース5戦安居島オーバーナイト広島

SKK杯ヨットレース

ポイントレース6戦

忘年会ヨットレース

明
一
媚
一
明
一
羽
一
羽
一
羽
一
明
一
明
一
相
一
相
一
昭
一
明
一
頤
一
順
一
頤
一
順
一
岨
一
頤

（

■玄海支部

ショートオフショア(小戸一長間瀬一小戸）

ラウンドブイ(後日連絡）

ショートオフショア(小戸一栗ノ上一小戸）

ラウンドブイ(後日連絡）

オフショア(対馬レース)(小戸一厳原）

ラウンドブイ(後日連絡）

オフショア(大原杯)(小戸一小呂ノ島一烏帽子一小戸）

ショートオフショア(小戸一灯台瀬一小戸）

3月’0日

4月’4日

5月’2日

6月9日

7月’9．20日

9月8日

'0月’2・’3日

|｜月’0日

1995年関東外洋ヨット選手権シリーズより

－8－
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'96～'97年度NORC本部理事一覧

区分

名誉会長

会長

副会長

氏名

石原慎太郎

役職 氏名区分

理事

（内海）

役職

内海支部長山村彰

芦田照夫

頴川邦子

黒瀬知周

並木茂士

小林義彦

(新任）戸田邦司

埴原洋利

児玉萬平

東海支部長(兼）

専務理事

常務理事

理事

（関東）

理事
（西内海）

岩田行史 西内海支部長

浅野英武

(新任）石井竹彦

石井正行

稲葉文則

大儀見菫

(新任）鈴木保夫

周東英卿

(新任）高橋太郎

(新任）能條秀夫

林賢之輔

古川保夫

理事
（玄海）

理事
（沖縄）

川村安正 玄海支部長

東江E喜 沖縄支部
へ

(新任）加藤忠男

(新任）平野喜美夫

畦
里 事

支部長 田中義治

米山義勝

川崎貢

松本四郎

城間祥行

北海道支部長

津軽海峡支部長

常磐支部長

南九州支部長

沖縄支部長

顧問会議長

関東支部長（兼）

駿河湾支部長理事

（駿河湾）

理事

（東海）

(新任）松永一生

(新任）白井義博

顧問 平松栄一

飯島元次

大原淳

塩路一郎

名和幸夫

野本謙作

福永昭

(新任）横山晃

渡辺修治

川端治夫

都築勝利

長谷川當廷

理事

(近畿北陸）

三井祥功

秋山福夫

近畿北陸支部長

二口

NORCのニュースがKAZI社のご協力で

インターネット･ホームページ､､PACWOW"で

見ることができるようになりました

URL( ドレス)は、 http://www.pacwow.comア

このほどNORCでは、インターネット上で広くマリンスボーツ関連|胄報を流しているホームページ「PACIFIC

WINDOW｣(略称PACWOW)内にNORC関係の情報を提供するコーナーを設けました。とりあえず最新のレース

の告知や結果、ニュースをご案内していくつもりです。

PACWOW内のNORCのコーナーは「マリン!|胄報」の中の「KAZI」および「公益法人」からアクセスできるように

なっています。パソコンをお持ちの方、一度、PACWOWを覗いてみてください。

ページへの情報提供および問合せ先はNORC本部事務局：寺澤までお願い致します。

－9－
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IMS,IOR及びJORの1996年

レーテイング証書更新と安全検査のお願い

IMS、IOR及びJORの有効期限は毎年12月31日となっています。1996年度の更新ご希望の方は､所定書類に事項記入の上､更新料¥7,000円(95
年度の証書を持っていない艇の更新料は16,000円）をそえて、NORC本部（東京）までお申し込み下さい。

なお、船体の改造、エンジン、プロペラ、マスト･ブーム等、以前のレーティング証書と数値の変更が生じる場合は、更新の手続きは行なわずに
再計則の手続きをして下さい。

安全検査受検のお願い

主なNORC主催のレースでは、NORC安全委

員会の実施している安全検査に合格している

ことが必要です。安全検査の種別（カテゴリ

ー）は、レースにより異なりますので、各レ

ースの参加資格に明記されている種別以上の

検査をレース前に受けて下さい。検査は、変

更等がなければ合格した日から翌年の3月

へ3,日まで有効となりますので、レースのたび
に検査を受ける必要はありません。合格後、

各備品等が検査内容を常に満足しているよう

に瑠呆することは、オーナー及び乗員の責任

ですので、日頃のチェックを忘れないように

して下さい。

申込から実施まで

①NORC指定の申込用紙に必要事項を記入

し、6,000円の検査料を添えてNORC事務

局に申し込む。関東支部以外で受検する

場合、検査員の所属している支部へ申し

込んで下さい。(郵送で申し込む場合､②

も郵送となりますので時間の余裕が必要

です。また、検査料を銀行振込にて入金

される場合でも、申込用紙は必ず郵送し

て下さい)。

へ②NORC事務局で検査料の受領書と安全検
査チェックリストを受け取る。

③各地区（フリート）の安全検査員と電話

にて連絡し、検査実施の依頼及び検査実

施日時の打ち合せをする｡(フリートに所

属していない場合には、検査実施の依頼

及び検査実施日時の打ち合せをする｡(フ

リートに所属していない場合には、近く

の検査員に依頼するが、艇を検査員の指

定するところへ回航しなければなりませ

ん｡）

④検査実施当日、艇の者｜名が立会い、検

査員の安全検査チェックリストを渡し、

検査の実施を受ける。（立会人は､各備品

の搭載位置等がよくわかっている者であ

ること｡）

⑤検査に合格したら、検査員より署名入り

の検査合格害を受け取る。不合格であれ

霞
4

〕Eム

鐵
I 丑､

漫無,Z

ば、後日改めて検査を受けるか、合捧午

可条件等に従うこと。

⑥検査合格害は、計則証書等の書類と共に

艇内に保管しておくこと。(レースの出艇

申告や艇長会議等の際に、コピーの提出

または提示が義務づけられることがあり

ますので、コピーを常に用意しておくこ

とを勧めます｡）

注）検査実施前に、あらかじめ受けようとす

る種別を満足しているか、安全検査チェ

ックリストに従ってチェックし、備品の

不足や有効期限切れがないようにしてお

くこと。
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1996年ケンウツドカッブナショナルチーム選考ブ力 ナ ナ チ
=尭軋壁＃雫窯許愈卜鍔唖宅鈴

今年8月5日～16日までハワイ沖にてケンウッ

ドカップが開催されます。今回はMummSSの

環太平洋選手権も同時に行なわれ、日本からも

MummSBを含め10艇以上の参加が予想されま

す。NORCとしても名実ともに強い日本代表チ

ームの派遣を目ざし下記スケジュールにてナショ

ナルチームの選考を行ないます。

(1)ケンウッドカップ参加意向の登録

4月12日(金)までに電話もしくはFAXにて

ケンウッドカップ出場の意向をNORC事務局

へ登録ください。（艇名及び責任者連絡先)、出

場未確定でも連絡下さい。

…_

折り返し参考データの記入用紙をFAXしま

す。

日代表選考

日本代表枠は（3艇×3チーム）が最大であ

り、選考基準として下記レースを最重要参考レ

ースといたしますのでできるだけ参加下さい。

●1996ジヤパンカツプ（4月27日～5月5日）

また下記レースも参考と致します。

●95/96NORC本部支部レース

●95/96MummBBクラスレース

●ケンウッドカップ過去実績

-10-

(3)各艇代表者会護

4月下旬に第1回代表者会議を開催予定して

います。席上、代表選考に関する説明および、

船積、保険などNORCとして入手可能な情報

を提供します。

日時は各艇に連絡します。

凶）代表決定

6月10日までにナショナルチームを決定し

RHORCへ連絡します。

以上ご質問その他は本部事務局までお問い合わ

せ下さい。



JAPANCUP1996実施要項発表さる
オーバーオールで最強の日本チャンピオンを競う－

ジャパンカップ1996実行委員会

1996年全日本外洋ヨット選手権シリーズであるジヤパンカツプ1996の

実施要項が同実行委員会から3月1日公示されました。

スケジュールは前号OFFSHOREの通りで4月27日から5月5日

まで相模湾をメインステージにおこなわれます。

実施要項を見ると随所に日本最高レベルのレースをめざす実行委員会

のスタンスが感じられます。

実施要項はNORC本部にて求めることが可能ですが、主なポイント

を列記してみます。

●レガッタは|MS部門で競われる。

●通信手段はマストトップにアンテナを設置する前提で国際VHFと

マリンVHFのみ（船舶電話のみはエントリー不可)。

●カテゴリーBイベント（個別広告表示が可能)。

●クラス分けはエントリー状況にて正式決定されるが暫定としてAク

ラス、マム36クラス、Bクラス、Cクラス。

●マム36全日本を併催するためマム36クラスは単独スタート。

●オーバーオールつまりクラスの別なく総合成續を出し総合1位に

JAPANCUPを授与する（小型艇にも十分勝機あり)。

クラス別部門でも表彰する。

●ショートオフショアは約50マイル､ロングオフショアは約160マイル

が決定。

●オフショアレースの得点係数はショートが1.5、ロングは2.5。

●エントリーフィーは1艇¥100,000｡

●乗員登録料では特別会員は無料。

●参加申込み〆切は4月8日（月）17:00

オーバーオールでJAPANCUPを争うことになり従来のクラス別

とは別にサイズに関係なく今年度の|MSボートの最強の艇を選抜す

ることになり、参加予定艇の間では大歓迎の声があがっています。同

時期にミドルボート選手権も開催されどちらにエントリーしようかと

まよわれている艇もあるかも知れません。勝機は十分です。

いずれにしても今年のJAPANCUPはエキサイティングなバトル

が繰りひろげられることは間違いのないところのようです。

くわしいことはNORC本部にお問合わせください。

0

●所定書類の提出〆切は4月18日（木）12:00

●泊地は水置きとし場所は自由。

｢'96年新島クルージングランデブー｣のお知らせ

昨年の5月ゴールデンウイークに伊豆七島の

ひとつ新島を舞台に開催され大好評だった新

島クルージングレガッタ／新島クルージング

ランデブーが今年もまた開催されます。

今年はJAPANCUPWEEKのタイトル

付きで東京都／新島村の支援でクルージング

艇を中心としたイベント内容が企画されてい
÷÷

よgo

ジャパンカッパーとクルージング艇が新島沖

でミートすることも検討されているようです。

新島の楽しさはすでに保証済です。奮ってご

参加下さい。

期日：

96年5月3日(木)～6日（日）

（参加艇にはこの期間係留スペースを確

保いたします）

ランデブーポート：

主催:NORC本部クルージング委員会

新島・新島港

パーティー：

5月3日・5月4日

参加費：

1艇1万円。以下の特典があります

・係留料金無料

●パーティー参加費(NORC会員は無

料。非会員は1名に付￥1,000）

レース：

5月4日開催

（参加艇の協力で、ちびっ子体験クルー

ジングもあり）

申込み方法：

●参加希望艇は、本部より所定の用紙を

受取り4月14日(金)までに本部に

FAXして下さい

スキッパーズ・ミーティング：

－11－

4月下旬に開催いたします。参加艇スキ

ッパーの方にクルージング委員会よりご

連絡いたします

宿泊：

各艇手配として下さい（1人1泊￥6,180

くらいです）

※新島ガイド：

新島観光協会TELO4992-5-0048

。丙

へ
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讓蕊薙第37回鳥羽パールレースヘのお誘い
本年度烏羽パールレースは以下の要項で行います。ふるってご参加

下さい。

烏羽における泊地に関する詳細につきましては東京および東海支部

での連絡会議で説明致します。艇長もしくは代理人の方は必ず出席し

て下さい。また、艇長会議後に安全セミナーを主催し、義務づけとし

ます。

なお、「|YRR93～96の｜章と|V章を簡略化ルールに置き換えて｣適

用します。艇長会議で説明しますが事前によく勉強して下さい。

スタート日時：

Aコース7月26日（金）12:00

Bコース7月26日（金）12:20

タイムリミット：7月28日（日）18:00

コース：

Aコース鳥羽→神津島（反時計）→三崎港(180M)

へBコース鳥羽→三崎港(150M)

参加資格：

<Aコース〉

1)|ORもしくはJORの有効なレーティングを所有している艇。

2)IMSの有効なレーティングを所有している艇。

<Bコース〉

1）有効なNORCクルーザーレーティング(CR)を所有している艇。

<A、Bコース共通〉

1)NORC登録艇、又は、会友艇であり、艇長はNORCの会員であ

ること。乗員は4人以上であること。また、1/2以上はNORCの

会員であること。

2）前記の安全セミナーに出席した艇。

3）レース期間中、ヨット賠償責任保険に加入している艇（鳥羽でも

加入出来ます)｡

4)ORC特別規定カテゴリーⅡ1以上及び、NORC-B以上の安全

検査に合格している艇で、『鳥羽パールレース特別規定｣としてラ

イフラフトを搭載のこと（乗員の1/2以上が乗れるもの)。

へ4)－2但し、ORC特別規定カテゴリーⅢの10,61『船舶用無線送受信

機』の項について、「通信手段1)SSB、2)国際VHF、3)マ

リンVHF、4)アマチュア無線､5)船舶電話､のいずれかを搭載

していること」（連絡会議で申告)とします。＊陸上の携帯電話は

使用出来ません。

但し、この措置は今回までとし、第38回（平成9年）からは国際

VHFだけとします。

注)IMS、|OR･JORとCRの両方のレーティングを所有してい

る艇は、Aコースしか参加出来ません。

参加料：出艇料登録艇10,000円

会友艇15,000円

（申し込み締切りまでに納入して下さい｡）

・乗員参加料会員1名2,000円

非会員及び会費未納者6,000円

15歳未満2,000円

・烏羽協力費（泊地、ゴミ、水道等）3.000円

・パーティー費（一般）

全長40フィート以上30,000円

36～40フィート未満25,000円

35フィート未満20,000円

（出艇申告時に納入して下さい｡）

参加申込：7月6日(土）18:30までに所定の申込用紙に必要事項

を記入し、出艇料を振り込んでNORC東海支部事務局

または関東支部事務局（予定）にお申込下さい。

出艇申告：7月25日（木）10:00～14:30（時間厳守）

於扁羽グランドホテル(4Fしんじゅ）

提出書類:A、Bコース共通

出艇申告害（2部)、’96会員証のコピー、「烏羽パール特

別規定」申告書（連絡会議で配布）

NORC安全検査証コピー

賠償責任保険証書コピー

艇長会議：7月25日（木）15:30～16:30

於烏羽グランドホテル(4F三つ島）

安全ｾﾐﾅー ：7月25日（木）16:30～17:00

於鳥羽グランドホテル(4F三つ島）

連絡会議：東京

7月12日(金)18：30～

於国労会館

東海

7月17日(水)18：30～

於シャンテ（旧華寿殿）

＊必ずどちらかの連絡会に出席をお願いします。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

第37回鳥羽パールﾚーｽTシャツ・テザｲﾝ募集について第37回鳥羽パーﾙﾚーｽ･ｽﾀーﾄ側実行雲員会
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

毎年、ご好評をいただいていますTシャツのデエ『日本外洋帆走協会」または｢NORC｣4選考

ザインを、下記のとおり募集いたします。またはrNIPPONOCEANRAC-応募作品は、第37回鳥羽パールレース・スタ

昨年は全国からご応募をいただきまして、大変INGCLUB』一卜側実行委員会で選考する。
ありがとうございました。今年も多数のご応募をそれぞれのいずれか1つ。ただし、英文．5賞

お持ちしています。和文・字体・書体および入れる位置は自由（1）特選1点賞金5万円
〔応募要項〕とする。佳作5点まで
1デザインの条件2デザインの提出方法（2）賞金総額10万円

(1)Tシャツ等に使用できるもの(1)Tシャツの実寸法、着色図とする。6版権、その他
（2）ヨットまたはヨットレースに関するものプリント位置（胸側か背中側か等）指定す（1）応募作品は返却しない。
（3）次の文字が入っていることること（2）版権は東海支部に帰属する。
ア『第37回』英文字の場合『37th」また(2)地色も含めたカラーバリエーションの指定(3)入選作品には採用したデザインのTシャツ
は『TheS7th』 があれば、併せて提出する。を送付する。

イ『鳥羽パールレース』または『TOBA3提出先、提出の締切り詳細についての問合わせは、下記東海支部事務
PEARLRACE」 NORC東海支部事務局局まで〒460名古屋市中区丸の内3-21-21

ウ「'96」または『1996』 平成8年5月31日(金)必着丸の内東桜ビル902号㈱052-971-5835

－12－



関東・執行部発INFORMATION(その2)

今年から関東支部は抜本的な構造改革に着手しないと、財政危機になります……。

重要：緊急

レース派のみなさんへ…………とくに｢鳥

羽レース｣参加予定のみなさんへ

今年から、レース参加料の振込先が、各

支援がOKとなりました。

◆ジャパン・カップウィークの一環として、

初心者むけ、ミニJCレースを実施しま

す。

参加者主体でどういうレースをするか、

を決めます｡参加予定艇はハガキかFAX

平成8年2月7日

公 不

NORC関東支部油壺フリート会員各位

油壺フリートキヤプテン

藤田弘治

油壺フリート選挙管理委員会

平田克巳

渭田博

油壺フリート代議員補充2名の決定について

平成8年2月6日標記につき、郵送投票の結果、

下記の立候補者が当選されましたので、公示し

ます。

記

当選鈴木一行

〃池田栄宏

※なお、今回、会員への通知は、本公示およ

KJOFFSHOREへの掲載をもって替え

させて頂きます。

レース毎に設けた銀行口座へ、になります。

また、準備ができ次第、申込みも、各し

一ス毎に設けた宛先に変わる予定です。

で事務局まで。電話は不可。レースをし

ない艇も、もちろん歓迎です。

◆アドバンスド･レースも同時に計画中です。

◆東京湾からの参加者のために中間係留

地･油壺を用意します。（希望艇は早めに

ハガキかFAXで希望期間･艇名・連絡先

今後のインフォメーション、フリート・

キャプテンからの伝達にご注意ください。

赤字削減のため、関東事務局の移転も視

野に入れて検討中です。

●代議員会･総会（2月17日）に召集しまし

たが、定足数不足で慌義員会がひらけず、

やむなく24日に再招集、「96年事業言画･暫

定予算」のみ需燕可決しました。

●他の未審議議案と修正本予算、本部との分

離案などを誇義のため、臨時代議員会と総

会を6月中旬に開催します。

●96年事業と予算について

本年は本部と関東支部の分離の実施を行い

ます。

支部細分割については、本年は、その条件

整備・環境整備および会員の理解獲得に注

力します。

◆財務は、経常鷲（2,100万）を支部会曲

(1,100万）で賄うことができず、スポン

サーの獲得もli寺節柄、期待することは困

難であり、年初より相当程度の赤字（約

600万)が見込まれます。この赤字につい

ては、支部基金をとりくずすか、会賀の

値上げか、この二者択一しかありません。

あるいは、会員の理解がすすんで急速に

構造改革を断行するか、の選択しかあり

ません。

◆執行部は、各フリートに出向き、関東支

部のf刷犬と女様を話し合う機会をつくり

ます。会合にぜひお出かけください。予

算については、本部支部の分離とも関連

しますので、年度の途中で代議員会を開

き予算修正を提出する予定です。

◆斗喋を止めるわけにはいきません。当面

は昨年を踏襲し、特にレースの運営およ

び事務、全体の会計・財務状況を中心に

急いで分析をします。

一

を事務局あてに。受け入れ数に制限あ

り!?。電話は不可)。

事務局FAXO3-3504-1914

●ロングレース志向会員は…･･･。

◆新設・｢御蔵島レース164マイル」の準備

をはじめてください。

「御蔵島」は伊豆諸島の秘境です。すばら

しい島です。ワン・オーバーナイトの本

格的外洋レースです。

◆レースは9月21日スタートです。

'96相模湾新春親善レース成績’996年|月2日

|MSクラス参加13艇

Ｌ
・
１
０
弘
Ｎ順位 艇名 艇種 オーナー名 フリート

FOUNDATlONHKL-42藤巻正人

AKIZUKlFARR31和久井喜治郎

GNETJ－39神部静江

MERLUZAJ/V9.6CR杉田泰一

MAPOLEONTAK341MS石田和久

審
一
罐
一
審
一
議
一
鶴

鯉
一
理
一
州
一
掘
一
紐

ｌ
－
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
ｌ
５

新執行部では、今後の会の運営・構造改革

を考えるために、新しい委員会を発足させま

す。会員の自発的参加を要望します。

新委員会と任務の概略（名称はまだ仮称)。

1．会言惜ﾛ委員会

連結決算の解除／法人会計の研究・法人収

益割譲とは．公益法人事業の税務・春の法

改正への調査。他支部なみの会費の納入。

初期運転資金の導入／支部基金からの融資。

支部会計システム

2,．本部・支部分離実施検討委員会

委員長尾島裕太郎氏

a、本部支剖隼務分離研究部門

事務の内容整理/季節的変動要因､事

務機器/コスト、事務所/人事/処遇

b・本部支苫嘩業分離研究部門

3．本部とのインターフェイス委員会

本部と支部にかかわる規則・事業の調整に

関する研究・提案

4．クラブとの関係研究委員会

委員長清田博氏

'津、

IORクラス 参加5艇

4379SAlKENIIYOK30R高橋伸博油壺

3001HALFTlMEYOK－35朝河情ｼｰボﾆｱ

5050SEAHAWKJ/V40世良直彦逗子

3825ROUGEYAMR3011能條秀夫ｼｰボﾆﾌﾌ

lO88INDEPENDENCEYOK30平松栄一ｼー ボﾆﾌﾂ

ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
ｌ
５

CRクラス 参加20艇

4852MR､STARBOARD'YAM31S柳橋宏

3592LAHAlNAVYAM31S村越一夫

3749STARBOARD'JR、YAM31S村越一夫

3821SEVENSEASJEAN37織田沢茂生

4524」OJOYAM28S日向野行平

鶴
一
郭
一
割
一
剰
一
識

’
’
２
－
３
－
４
－
５

NON-RATINGクラス 参加7艇

N/M42 中村寛鉦
一
必
一
恐
一
唖
一
郷

SPlRlTOFSEA帥RlNIA 中村寛シーポニア

清水宗治油壺

安田満油壺

金子純代油壺

小林修江ノ島

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

SUPERKlDS

TOMCAT

LULL

AKAGl

０

４
３
４
３

．
１
２
Ｎ

２

Ｕ
Ｉ
Ｊ
Ａ

Ｋ
Ｔ

●クルージング志向の会員のために…至急／

◆GW(5/3.4･5.6)「新島らんでぶ－」を

実施します。(pll参照）

◆新島に専用泊地を用意します。東京都の

エネルギー提供可能会員は高田副支部長ま

でハガキ(〒210川崎市川崎区小川町8-21)･

FAX(044-244-2944)で連絡ください。

－13－
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那
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蕊

団体ヨットの僻黄のパンフレットは届いて

いるでしょうか。2月初旬に特別会員と会友

の皆様には－斉に郵送しています｡｢気がつか

なかった」とか、「まで届いていない」とか異

常？の場合には、どうぞお知らせください。

今回の一斉発送は、95年'2月時点で登録状

況が確認された特別会員と会友を対象として

いますので、先程の異常？の理由が、登録上

のトラブルであったり、会友資格の期限切れ

へであったりするケースもあります。この機会
にお問合わせください。

正会員の皆様で、パンフレットこ希望の方

は、本部・支部の窓口または偲墳デスクにこﾞ

請求ください。

’96年度団体ヨット保険の新プランをご紹

介します。

①クルーザー.｜/2（ハーフ）プラン

②全損艇の撤去費用僻萸

この2つの新しい取り組みは、あくまでも、

事故に遭ったり起こしたりするような乗り方

は全くしないし、レースも出ない、といった

セーラーの皆様のニーズにお応えするために

設定した、「超」お守り型僻萸です。

日頃から艇のメインテナンスは、クルーを

ひきつれてオーナー自ら陣頭に立ち、軽微な

修理は自前で片付けてしまう、そんな健全な

へ活動を続ける艇であっても、今までに一度も、
ヨット1剰食を考えないことはなかったと思い

ます。

例えば、泊地での思わぬ走錨による損害や

他艇への日割賞とか、クルーの傷害や落水後の

捜索救助など。

ヨット1剰萸は検討してみても、加入するに

いたらないのは、いろいろこ鹸意見もあるとは

思いますが、僻食料が「合わない」というこ

とでしょう。どう「合わない」かは、保険を

使うつもりのない方には、3万円でも高い保

険料ですが、僻萸を使う可能性の高い方にと

っては、年間30万円でも高くないといった、

極論にも何となく同意したくなるように。

事実、95年度の団体ヨット僻勤ﾛ入データ

からも同様の感想をもたれることが判りそう

です。

無事故割引適用者は全体の43％で件数ベ

ースの事故率は4.8％ですが、事故割増適用

者は全体の'0％で、同事故率は7．|～28.6％

です。

なお、保険加入初年度の方は全体の47％

で、同事故率は'3.5％となっています。

そこで、クルーザー･'/2（ハーフ）プラン

の誕生です。

クルーザークラスに限定して､修理全額(損

害額）の50％禰賞で、イ剥萸料を50%OFFする

フランです。

団体ヨット1剥萸過去3年間の事故事例を、

僻萸小委員会で定めたクラス別に分析した結

果、クルーザークラスのクルーザープランで

の事故率の優良性が実証されたものです。

クルーザークラスとしては、ヤマハ・ニュ

ージャパン・デヘラー・ベネトウの各艇橦と

認定しました。

上記造船所建造の艇であっても、艇種によ

っては、クルーザークラスに該当しない艇種

もあります。一方他の造船所の艇であっても、

クルーザークラスに含まれる艇もあります。

自艇がクルーザークラスにピッタリと思わ

れる方は、お問合せの上、新クルーザー．｜／

2(ハーフ）プランから、ヨット僻萸を考えは

じめてください。

クルーザー｡|/2（ハーフ）プランの僻黄金

支払い方法は次のようになります。

偲境事故となり、船体部分とマスト部分を

合わせて、’00万円の認定損害額が発生した

場合に、免責金額が'0万円として、どのよう

な処理になるかをお知らせします。

まず、免責金額を差し引きます。その残額

の50％を1剥萸金で支払います。

計算式：(認定損害額一免責金額)×|/2

＝('00万円一'0万円)×|/2

＝45万円

この場合の免責金額は、船体等級により、

5万円～50万円まで差がありますので、こ注

意ください。

クルーザー．|/2（ハーフ）プランで船体保

険の繍賞は50％になりますが、その他のｲ剰墳

であるﾛ剖賞責任偲墳・搭乗者傷害僻黄・捜索

救助費用保険・撤去費用保険の補償は'00％

ですから、こ畷安心下さい。

クルージング志向かつ安全志向の艇の皆様

にとって、大変有利なプランができました。

詳しくは、見積依頼等お申し付けください。

続いての撤去費用偲境は、重大事故で全損

になった場合に、事故艇を撤去する費用負担

を、200万円限度に実費補償する僻萸です。

船体僻萸に万全な僻萸金額で加入していて

も、船体部分は時価限度、マスト部分は新価

限度というの力現状の引受方法です。

したがって、全損になった場合でも、船体

部分とマスト部分の両方の全額が支払われま

すが、その全損事故により付随して発生する

費用については、それ以上支払うことはでき

ません。

オーナー義務を果たすために、事故艇の撤

去費用を繍賞することにより、放置艇などの

社会問題を未然に防ぐ目的から、本年度の団

体ヨットイ剰境への新設が実現したものです。

こ汪艶¥いただきますようおねがいいたしま

す。

なお、クルーザー･'/2（ハーフ）プランで

も、まだ偲境料が合いそうもないとお考えの

方は、ぜひ1剰萸デスクまでこ相談ください。

船体ｲ郷黄なしプラン・マスト部分なしプラ

ンは受付けています。ただし、その他4つの

1剰萸はセットとなっていますから、ご了承の

程おねがいします。こｵ鋸寸をお待ちします。

<新会員代理店紹介＞

奈木閑］黄事務所

奈木三郎

0559-71－'502

認定日：平成8年2月7日

－14－

驚蕊
識羅議

新しくなった団体保険から､ﾖｯﾄ保険を始めませんか。



マリン専門6誌共同推進

｢海と遊ぼう720｣キャンペーンのご案内j｣キヤンヘーンのC茱内海と遊ぼう720推進委員会
■■■■■Ⅱ■■■■■■■一一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

心に、96年3月号（2月上旬発売）より7月電波媒体、一般言志紙、公共団体広報誌紙に

号（6月上旬発売）まで、共通の内容で、キおける広報でも、「専門誌（メンバー誌）に掲

〆の趣旨ヤンペーン趣旨の告知と体験乗艇用の艇の募載されているリストを見て、最寄りのクラ

イのオー集を行います。ブ／マリーナへ問合せを」という内容にして

ま．う」｢海応募は、クラブあるいはマリーナ単位で、もらいます。

う」と訴メンバー誌編集部あてになります（最終白勺に③メンバー誌の役割

'ノンレジ推進委三事務局で統括します)。協力クラブ／マリーナの言志上掲載リストに

試乗実施に対して､謝礼等は行いません(ボ毎号、追加していくほか、乗艇希望者の応募

ンジャーランティアになります)。状況等を発表し、時間の経過とともにキャン

趣旨にメンバー誌では、試乗艇（クラブ、マリーペーンを盛り上げていきます。

イアを通ナ）の募集と同時に、体験乗艇希望者の募集また、協力クラブ／マリーナの開催企画内

も行います。この場合、96年5月号（4月上容、あるいは安全啓蒙等の記事、当日の模様・

刀キヤン旬発売）より8月号（7月上旬発売）まで行結果等も掲載する予定です。

なります。います。また、電波媒体、一般誌紙、公共団④責任について

る」(未経体広報誌紙に対し、6月、7月に、集中的に推進委員会はキャンペーンの主呈案を行うも

－ズクラ募集をかねた広報を行っていただくよう、こﾞのであり、具体的な内容の決定（中止の半'｣断

ます。協力をお願いします。を含みます）と実施にかかわる責任は各オー

②体験乗艇希望者の応募ナーに存します。

メンバー誌では、リストの形で、協力クラ⑮災事務局の役害リ

毎の日）ブ／マリーナの名称・住所・キャパシティ．・キャンペーン告知の制作（各誌が共通で

連絡等を掲載しますので、乗艇希望者はそれ使用するもの）

するヨシを見て、最寄りの協力クラブ／マリーナへ直・一般媒体、公共媒体への告矢ﾛ協力の依頼へ
クラブ〆接逼諦各をとり、7月20日の乗艇の約束をとり・協力クラブ／マリーナのリスト制作。追

挺希望者つけます（メンバー誌及ひ竜事務局は仲介しま加。専門誌への掲載

せん)。・応募状況の把握。専門誌への掲載

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■ー

この「海と遊ぼう720」キャンペーンの趣旨

は、ヨット・ボート・水上オートノくイのオー

ナーに対し、「7月20日は海に出て遊ぼう」｢海

に出たい人を乗せて、一緒に楽しもう」と訴

えることにあります。すなわち、マリンレジ

ヤーのｼ舌l生化と普及拡大が狙いです。

訴えかけは、当推進委員会（マリンジャー

ナリスト会議）のメンバー誌および、趣旨に

賛同し、こ←協力いただける一般メディアを通

じて行います。

・日本のマリン専門誌が共同で－つのキャン

ペーンをはるのは、初めてのことになります。

また、「海に出て遊びたい人を乗せる」(未経

験者の体馬黄乗艇）に関して、オーナーズクラ

ブやマリーナのご1売力が必要になります。

キャンペーンの実行は7月20日（海の日）

近辺で集中的に行います。

当日は、キャンペーン趣旨に賛同するヨッ

ト・ボート・シｪｯﾄのオーナーが､ｸﾗプ／

マリーナ等のこ1謁力を得て、体験乗艇希望者

を無料で乗艇させます。

なお、以_上の他に各クラブ、マリーナが独

自に企画される内容について、当推進委員会

は関与しません。

海で遊ぼう720推進委員会（マリンジャーナリスト会議）

座長本橋一男（ヨッティング編集長）添畑蕪(写真家）

田久保雅己(KAZI編集長）豊崎謙(マ'ノンジャーナリスト）

大野晴一郎(オーシャンライフ編集長）星島洋二(フォトジャーナリスト）

谷俊哉(ボートプラス編集長）桑名幸一(マリンジャーナリスト）

三上直樹(ジェットドリーム編集長）市川和彦(マリンジャーナリスト）

佐藤格（ジェットライダー編集長）

事務局国保能健・山本聖司(玄株式会社）

’
D試乗艇（クラブ、マリーナ）の募集、体験

乗艇希望者の募集

推進委員会メンバー誌（現在、6誌）を中

マリンアクセサリー・

マリンカジュアルウェア・

マリンインテリアのトータルショップ
4d""cedM"加eSmgE e

口
プリント八一フ

スリーブシャツ§96Sm 凸０
『
つ

0

へ

卜
’

，マリンヴァンス海外

通販カタログ芸員募集吹竹

I

話高垣のUSAトッブマリンカタログ

WESTMARINE社製恥雄Sumlリのｶﾀﾛグ掲載商品が手に入りま曳詳し〈はお問合せ下さい。

便利な全国涌信販売をご利用下さい。

eJ"a
-マリンヴァンス/〒231横浜市中区相生町6-104TEL(045)681-0942㈹
平日AM10:00～PM7:00休日日･祝･祭日｜●各梱ｸﾚソｯﾄ取扱い及び通信販売取扱いツト取扱い及び通信販売取扱い’
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1 キャンペーンの趣旨

2 キャンペーンの内容

3 キャンペーンシステム

3MStep商品

“‘、鍵鍵灘識灘繍鼻轄篭轤溌縦ご"驫鐸
■お電垢､FAXでもご注文いただけます｡
■メーカー､型番､色､サイズ､納期を確認の上注文して下さい｡
ご注文の商品は銀行振込確認後､発送させて頂きます｡又は､
代金弓l操発送とさせて頂きます｡
■振込料はお客様負担になります｡
<振込先＞マlノンヴァンス三和銀行横浜支店蚕19081

振込は電話にてお願いします｡
TEL:O45-681-O943FAX:045-641－1503
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関西セーリングスポーツ振興協会主催・NORC内海支部後援

'96西宮･フローテイングヨットショー開催のお知らせ

日本ではじめてのフローティングヨットショー

（水置き展示）が来たる4月5日～7日の3日間、

西宮市の新西宮ヨット八一バーで開催されます。

主催は関西地区のヨット関連事業者20社によって

平成3年に設立・組織された関西セーリングスポ

ーツ振興協会。

NORCの内海支部も後援します。

出展社は八一バーのビジターバースを使用した海

上展示に16社約35艇、陸上展示に14社1団体が予

定されています。

会期中の6日出には南波誠氏のヨッティングセミ

ナー、また7日にはNORC内海支部計測委員会

主催による|MSルール説明会(講師･大橋且典氏）

なども開催されます。

へ従来のボートショーとはひと味違った身近かに親

しめるﾌﾛｰﾃｨﾝダｼｮｰということで関西地

区のセーラー注目のイベントになりそうです。

1．主催：関西セーリングスポーツ振興協会

2．日程：1996年4月5日由6日出7日旧）

3．開催時間：午前10時から午後5時まで。

4．開催場所：新西宮ヨット八一バー（ビジター

バース及び周辺）

5．出展対象：

セーリング関連の艇体本体◎ディンギー、クル

会場となる新西宮ヨット八一バー

約35艇をビジターバースにフローティング展示。

約5艇の小型クルーザー、ディンギーを陸上指

定位置に展示。

約15社により、陸上の八一バー施設（デッキ）

にて仮設テントによるブース設営。

7．入場料：入場料は無料。

8．問合せ先：関西セーリングスポーツ振興協会

〒530大阪市北区南扇町7-17新風千代ビル4F

TEL.06-312-0347FAX.06-312-1936

－ザーヨット。

含む中古艇（展示艇と区別した表示で展示）

関連部品、用品（艤装品／セール／ウエア／航

海計器／エンジン等)。

サービス関連（ヨット関連協会／船検関連／免

許関連／上海関連団体／保険関連／保守修理関連

等)。

その他（主催者の開催趣旨に同意し、かつ主催

者が有効な展示と認める団体)。

6．展示概要：セーリングクルーザー：

，P.suRvIvoR-80
造水能力:|2.52/h±|5%
電源:8A、|2V、DC重量：

寸法：23．6×52．8×43.2cm飲料水は海水から造りまれ |9.5kg

￥800,000

NORC会員の方は平成B年巳月まで20%引です。

サバイバーシリーズ造水器 …ゞ一
へ

一

suRvIvoR-35 suRvIvoR-06
造水能力：4．64／時±'5％
重量:3kg寸法;14×56×9cm
型式承認：米国USCGI60.058/6/0

日本運輸省第3717号

船員災害防止協会認定0097

￥400,000

造水能力:180m4/10分士l5%
重量:l.|kg寸法:13×20×6cm

型式承認：米国USCG|60.058/7/0
日本運輸省第3716号

船員災害防止協会認定0096

￥160,000

■
し

ｈ
ｐP｡suRvIvoR-35

造水能力：5．02/h±15%

電源:4A、|2V、DC重量

寸法:14.6×69.0×36.0cm
9.5kg

￥500,000

一

働
_鍾，』⑥

PURR派I褐肝M”1-妬

◆分割払例

型式 定価｜回数｜初回金額’2回目以降金額

救命株式会社SURVIVOR-06

SURVIVOR-35

POWERSURVIVOR-35

POWERSURVIVOR-80

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

〃
ｆ
Ｊ
ｆ

０
０
０
０

６
０
０
０

‐
４
５
８

０
０
０
０

２
０
０
０

４
１
５
２

〃
ｆ
〃
〃

０
４
８
８

１
１
１
２

８
６
６
６

‐
３
３
３

9，900×’7

13，700×35

17，’00×35

27，400×35

静岡県駿東郡長泉町下土狩991-19壷411

TELO559-87-8811 FAXO559-87-8812
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:ｾｲﾙバｯｸﾐデｨｱﾑを1名様に
■

:提供／株式会社ゴールドウイン
■

目問合わせ先／03(3481)7266
■

■

■

目今回は株式会社ゴールドウインよりセイルバックミディアム（写
■

胃真:左色：ウルトラマリン）を’名様にプレゼントいたします。
■

目希望される方は、ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・希望商
■

目品名・NORCの会員番号･所属フリート・所属艇名・OFFSHORE誌の
目

目感想をご記入の上、3月31日まで必着にて「OFFSHORE編集部読者
■

旨プレゼント」係までこ応募ください。
■

目★2月号の気象ファクス受信ソフト，|CS-IIIのプレゼント当選の結
■

昌杲､北河英明様(愛知県）に決定しました。
■

■

■

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
（
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にルール・クイズの「答」
B艇は、付則巳1,2.2の違反で失格である。

付則B1,2.2は次の通りである。

ペナルティー旗（ここでは黄色旗）を掲げた

ョツトは、

①フィニッシュするまでその旗を掲げ続けな

ければならない。

②フイニツシュ・ラインで最初の適当な機会

に、レース委員会にその旗についての注意

を促さなければならない。

⑧相手艇をレース委員会に伝えなければなら

ない。

最初のケースに対するA艇の抗議は、抗議旗を掲

揚しなかったので無効である。しかしながら、B

艇が黄色旗を降ろしたことに対する抗議は有効で

ある。なぜなら、黄色旗が降ろされているのを見

た直後にA艇は抗議旗を掲揚したからである。

雨園昌闘、

わが国の大半の灯浮標が、太陽光や潮流発

電を利用している。琵琶湖では水質を改善す

るため、風力を動力源に湖底へ空気を送り込

む試みがはじまったという。

思えば、何トンもあるヨットを、ときには

'0ノットを超える速さで動かす風の力は偉大

だ。そのエネルギーが海を走る以外に利用さ

れたとしても、なんら不思議はない。

以前、デンマークのあるヨットビルダーを

訪れたとき、その会社の主力商品が風力発電

機のプロペラであることを知った。ヨットで

培ったFRP技術を転用し、_翼の長さが大き

なもので|0mほどもあるプロペラを大量生産

していたのである。

こんな巨大なプロペラが本当に回るのだろ

うか、見学ついでに近所の発電所に行ってみ

た。地上で風はほとんど感じられなかったが、

高さが30mほどある支柱の上だと、かなり風

を捉えるらしい。スイッチを入れると、ゆっ

くり回りはじめた。得られた電気は、いった

んバッテリーに蓄えられた後、交流に変電さ

れる。つまり完全に無風でも、一定時間はバ

ッテリーで賄える。反対に、余った電気は送

電線を逆に使って一般の電力会社へ売る仕組

みだ。

かの国では海岸線や丘の緑に、ずらりと並

んだ風力発電機の群を見ることができる。こ

うした本格的な発電力伝受を、ウインドファー

ムと呼んでいるが、なんとも穏やかな響きの

言葉だ。山が少ないため、日本のように水力

発電にあまり頼れないという国情もあろうが、

風を巧みに利用するあたりは、いかにもバイ

キングの末窟である。
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